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１. 観光地域づくり

 持続可能な地域づくりのために、観光という手法を用いて、
地域の課題解決を進める。

 多様な主体をまとめる司令塔と観光戦略が必要
通常は、観光地域づくり法人（Destination Management 
Organization : DMO）が、行政と連携して、持続可能な観
光地域づくりを推進する。

 DMOは、デスティネーション（旅行目的地）の魅力を高め、
域内外との交流を活発化させるために、マーケティングと
観光地域のマネジメントを実施する。
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観光戦略
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いくつかのルートが
ありますが、

人的体制等の経営資源
を考えて、まずは、
この道で行きます!
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良い戦略を策定し、地域の力を結集する
KGI:Key Goal Indicator「重要目標達成指標」最終目標
KFS:Key Success Factor「重要成功要因」
KPI:Key Performance Indicator 「重要業績評価指標」中間目標

KGI KPIKFS
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マーケティングと地域マネジメントのKGIとKPI
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2. 地域マネジメント

 観光振興を実施することの地域合意の形成
事業者だけでなく、住民の理解促進も

 デスティネーションとしての魅力づくり
観光資源・コンテンツの開発・維持・磨き上げ
そのために必要な資源や人材を調達して実施する。

地域にメリットがある形での観光経済の発展

受入環境整備

危機管理対応、オーバーツーリズム対策など

観光戦略の策定・PDCA、実施体制づくりと調整
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特に大事なこと
 地域での合意形成、観光振興への理解の促進

 マーケティングがうまくいくように、必要な資源・財源を調
達し、体制・環境を整備
→ 観光DXの推進

 観光消費を地域内で循環させ、観光関連事業従事者の給与・
待遇を改善
→ 地域内循環をデザイン

 需要の平準化や、事業者間・サービス間の無駄を省いて生産
性を向上

 「住んでよし 訪れてよし」を目指して、キャパシティコン
トロールや観光客管理を進める
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合意形成のプロセスをデザインする
• ビジョン : 地域全体（自治体と一緒に）
• 戦略 : 地域の多様な事業者、自治体。地域住民の協力も得る。

事業者間の合意形成は必ずコンフリクトする
→ ビジネスモデルの違い、ターゲットの違い、経営の違い（外資系、
チェーンホテル等）

DMOはビジョンと戦略の方針に則り、ブレないように。
日頃からのコミュニケーション（事業者のビジネスの仕組みと課題を理

解し合い、マーケティング戦略会議等を実施）が合意形成の土台をつくる。

地域での合意形成



7

タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る

旅
行
者
数

一
人
あ
た
り

消
費
額

域
内
調
達
率

（
循
環
率
）

需
要
平
準
化

配慮事項
• 「住んでよし、訪れてよし」、住民の観光振興への理解
• 観光資源やインフラのキャリング・キャパシティへ
• フリーライダーを排除し、地域に役立つ良い投資を呼び込む
• 人手不足（供給制約）
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観光振興による地域経済活性化に必要な要素
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旅行消費の域内循環をデザインする 産業連関分析の可能性を実態化

ハブ＆スポーク型

宿泊
施設

 食材の地産地消
 地域の伝統・技術を活用した建物・

庭・設え・備品
 地元出身のアーティスト作品
 地元人材の雇用
 地元商店との連携
 ・・・

テーマを中核とした
バリューチェーン構築

例）宿泊施設
地域の事業者との
取引が多く、
地域内に旅行消費
を循環させる力が
強い。

ハブを増やす!

熊野TBが構築した地域のバリューチェーン
契約事業者数250社以上

安全・快適に
歩ける旅

必要なサービス
（既存、新規）

高付加価値旅行?

アドベンチャー・
トラベル?

テーマにふさわし
い事業者と連携し、
ガイドで付加価値
をつけ、地域をよ
く理解しているツ
アーオペレーター
と組む。
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データを積極的に活用しましょう!
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観光DX:福井県観光データ分析システム「FTAS」

 観光の実態把握のためのデータを収集
し、オープンデータとして公開

 これを活用して、観光コンテンツを磨
き上げ・開発し、観光客の満足度を向
上し、「稼ぐ観光」を実現する。



11資料:福井県観光連盟「稼ぐ観光を目指して福井県観光DX推進」（2024年10月22日）より抜粋。



12

 恐竜博物館の予約データの活用
60日先までの予約データをFTASにて公開。
周辺の土産店等の事業者は、仕入量や
人員配置を最適化することが可能に。

 宿泊予約データの活用
• あわら温泉・小浜・福井駅前の宿泊施設の予約人数・単価等をFTASにて公開。

宿泊施設は自地域の予約状況から需要を把握して、価格を変動させるダイナミッ
クプライシングを実施し適切な価格設定。

• 2024年1月6日～8日の3連休
（能登半島地震発生後）の宿泊
予約の23％がキャンセルされた
ことがFTASからわかり、県独
自の宿泊支援キャンペーンの
対象地域を北関東から全国に
拡大し、需要喚起策を迅速に実施。

資料:観光庁「観光DXナレッジ集」（令和5年度）より作成。
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 デジタルクーポンの決済データを活用した
マーケティング施策の立案
全国旅行支援の県独自のデジタルクーポン
（県内宿泊者15万人、計7億円）の決済
データを収集しFTASにて公開。期間・性
別・年代・用途等を可視化し、事業者は新
規出店の計画立案や自社の分析・改善、
ターゲット顧客に向けたプロモーション計
画を検討可能に。

 アンケートデータを活用した自地域におけ
る満足度や消費の把握
県内で実施しているアンケートを収集し
FTASにて公開。旅行者の属性、満足度、
消費等を把握でき、コンテンツやサービス
の造成、プロモーション計画等に活用。

資料:観光庁「観光DXナレッジ集」（令和5年度）より作成。



14資料:福井県観光連盟FTASのHP（2025年2月4日閲覧）より抜粋。



15資料:福井県観光連盟「稼ぐ観光を目指して福井県観光DX推進」（2024年10月22日）より抜粋。
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資料:福井県観光連盟「稼ぐ観光を目指して福井県観光DX推進」
（2024年10月22日）より抜粋。



17資料:福井県観光連盟「稼ぐ観光を目指して福井県観光DX推進」（2024年10月22日）より抜粋。

地域にどう還元しているか?



18資料:福井県観光連盟「稼ぐ観光を目指して福井県観光DX推進」（2024年10月22日）より抜粋。

今後のプラン
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観光は、
皆さんの生活、皆さんの地域を
より良くするための「手段」です。
基本をおさえて、

上手に活用しましょう!

ご静聴、ありがとうございました。


